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測定範囲



調査方法・設置概要
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１．シーページメータによる海底地下水湧出量の定量的評価

２．CTセンサーによる湧出水の電気伝導度・水温の測定

３．比抵抗法による海底下の比抵抗値測定

4．温度センサーによる海底下10cm深度の温度測定



１．シーページメータによる海底地下水湧出量の定量的評価

２．CTセンサーによる湧出水の電気伝導度・水温の測定
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3．比抵抗法による地下の比抵抗値測定
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4．温度センサーによる海底下10cm深度の温度測定
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10/10 18:00 10/11 00:00High tide Low tide

河川の影響

低い



10/11 06:00 10/11 12:00High tide Low tide

干潮時にも関わらず
温度が低い。
（泥地の影響）

この辺まで
河川水の影響が
およぶと思われる

低



10/11 18:00 10/12 01:00High tide Low tide



10/12 07:00 10/12 13:00High tide Low tide

低



10/12 19:00 10/13 01:00High tide Low tide

低



10/13 07:00High tide

低



得られたデータ

・ 湧出水の水温データ（時系列）

・ 地下水湧出量データ（4地点（1地点は時系列データ））

・ 海底下10cmの温度データ（時系列）

・ 地下の比抵抗値（満潮から干潮まで）

・ 湧出水の電気伝導度データ（時系列）



今後の展望

・ 地球研比抵抗と三重大比抵抗の測定結果の比較

・ 地下水湧出量データとピエゾメータの結果の比較

・ 海底下温度データと生物分布との比較
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